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児
童
手
当

の
支
給
対
象
を
拡
大
し
ま
す

義
務
教
育
就
学
前
ま
で

児
童
手
当
法
が
改
正
さ
れ
、
1
2
年
6
月
か
ら
児
童
手
当
の
支
給
対
象
を
現
行
の
「
3
筬
未
満
」
か
ら
「
義
秣
一
教
育

就
学
前
(
小
学
校
入
学
前
)
」
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。

義務教育就学前

まで拡大されます

こ
れまでの
3歳未満から義務教

育就学前
(
6歳になった後の最初

の
3月
)までに拡大されます
。

対
象
u
6
月
1
日
現
在
で
平
成
6
年
4
月
2
日
1
9
年
5
月
3
1
日
生
ま
れ
の
児

童
手
当
額
(
月
額
)
n
第
1
・
2
子
・
:
5
1
円
、
第
3
f
以
降
・
:
1
万
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
(
表
1
)

表1　児童手当所得制限額
児童手当( 特例給付)

サラリーマンの方( 妻・子2 人) の例

年収670万円 未満の方が該当します。

該当する方は手続きを

□
年
齢
拡
大
に
伴
う
一
斉
受
付

日
時
H
6
月
2
2
日
～
7
月
4
日
(
土
・
日
曜
を
含
む
)
、
午
前
9
時
I
午
後
4

時
場所
S
K役所南館
1
3
階大会議

室
B
必要一
類―①印原
葆
謖者

名義の都内金融機関預金通帳
(郵

便局以外
)
　③健康保険証
ぷ厚

生年金加入者は厚生年金手帳
⑤
1
2

年度児童手当坩所得証明書
(
1
2

年
1月
1
Uに足立区外にお住まい

でそれ以
後転入された方
)

※福祉事務所
(表
3
)でも受け付

けします
(土・
日曜を除ぐ
)

いずれかのもの
が中請時に不備

な場合は
、申請がで
きませんので

ご注意ください
。

《
期
間
中
に
手
続
き
で
き
な
い
方
は
》

9
月
3
0
日
ま
で
に
申
請
を
す
れ
ば
6
月
分
ま
で
(
7
月
以
降
支
給
対
象
に
な

っ
た
場
合
は
そ
の
月
分
ま
で
)
さ
か
の
ぽ
っ
て
手
当
が
受
給
さ
れ
ま
す
。
9
月

3
0日を過ぎての申請は
、申請月の

翌月分から支給となります
。

※公務貝の方は勤務先で巾請して

ください
□
現
在
、
下
の
お
子
さ
ん
が
児
童
手
当

を受給中で
、上のお子さんが就学

前の方6月上旬に「現況届・
額改定請

求書
」をお送りしますので
、記入

のうえ返送してください
。

※新たに
。斉受付での手続きは必

要はありません

□
3
癪
未
満
の
お
子
さ
ん
の
児
童
手
当
の
申
請

通常どおり児童手当係と福祉事

務所で受け付けをします
。手当は

申請した月の翌月分から支給され

ます
。

表3　福祉事務所一覧

足立区児童手当

これまでの足立区児童手当
(第
3

子以降
7歳未満
)は
5月
3
1
日で

廃止し
、児童手当の年齢拡大に取

り込まれます
。なお
、
1
2
年度にっ

いては経過偖置を行います
。現在
f

当を受けている方には
、
6月初

旬にお知らせと継続のための「認

定請求書
」をお送りしますので
、

記入のうえ返送してください
。

現況届を送付します

現在児童手当・
育成手当を受け

ている方は
、所得制限があるため

受給資格を椿査します
。
6月
1
1
旬

に郵送しますので返送してくださ

い
。
期限
n
6月曹
‥

※届け出がない場合は
、
6月から

の手当を受給できませんのでご注

意ください
児童育成手当のご案内

□
育
成
手
当

所得が限度額未満で
、次のいず

れかの状態にある
1
8
歳未満
(学齢

年齢
)の児童を養育している方に

支給されます
。
対象―父子・母
f

冢庭またはこれらと同様の状熊
(

遺棄・
拘禁一
行方不明
、婚姻に

よらず出生し父から扶養されてい

ない
)、父またはほが重度の障害

手当額
U
1万3千溺円

□
障
害
手
当

所得が限度額未満で
、次のいず

れかの状態にある
2
0
歳未満の児章

を養育している方に支給されま

す
。
対象
S身体障害者手帳
2級

以上の身体障害または愛の手帳
3

度以上の知的障害・脳性まひ・
進

行性筋萎縮症
手当額
U
1万5千

涸円◎児
童
育
成
手
当
の
所
得
制
限
が
変
わ
り
ま
す

1
2年度の所得制限が引き下げら

れました
(表
2
)。児童育成手当

は
、
6月
1日から
1
2
年度分となり

ます
。
f当は
、巾し込みの翌月か

らの支給どなります
。

表2　 児童育成手当所得制限額

児童手当

自営業の方(妻・子2人)の例年収432万5千円未満の方が該当します。

問い合わせは
子育て支援課児童手当係特設電話 6月8日(木)から

3880- 5217(直通)

ちからを合わせて
住み良い地域

足立あんし ん
ネットワ ーク事業を進 め て い

ま す

1
2年4月現在
、足立区の高齢者

の致は
9万
5千
4
8
4

入で
鳥齢化率
(

総人川に対する高齢者の
割合
)

は
1
5
・
0
1
%
となっています
。高齢

社会が到来し
、‘入暮らしの高齢

者や鳥齢者世帯が増えるなか
、社

会からの孤立や介護者の不
在とい

った問題が生じています
。

Kでは
、在宅介護支援センタ
1
(

以
ド「支援センタ
ー。」という
)

を核とした「足立あんしんネット

ワ
ーク活動
」を地城の方々
に呼
び

かけています
。足皀あんしんネッ

トワークは、高齢者が安心して生

活できる環境を地城ぐるみでっ
く

り出し
、快適に生活できるように

見守っていくための仕組みです
。

<
足
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

4
つ
の
仕
組
み
>

①
困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
る
仕
組
み

「専門和談協力日
(民生委貝に

委嘱
)」と支援センター
を中心に、

身近な地城で
鳥齢者の介護和談を

行っていきます。

②困っ
た人を見落とさない仕組み

日
常
生
活
の
中
で
問
雌
を
抱
え
て
い
る
商
齢
者
を
見
か
け
た
と
き
に
、
f

ち
の
中
の
ア
ン
テ
ナ
"
と
し
て
、
「
あ
ん
し
ん
協
力
機
関
」
が
支
援
セ
ン
タ
ー

や専門相談協力貝に通報連絡しま

す
。この役割は
、足立区商店街振

與組合連合会
、老人クラブ連合会
、

薬剤師会などの諸団体にお噸いし

て
います
。

③困ったことに対応する仕組み

「あんしん協力員
」により
、不

安や孤独を感じている鳥齢老の安

否確認
、話し
相
fなどを行います
。

また
、介護サ
ービスが必要な方に

は
、支援セン
ター等が介護保険の

申請や各種サ
ービスの紹介
、申請

援助などを行います
。

④
困
ら
な
い
よ
う
支
え
あ
う
仕
組
み

足立あんしんネットワークに協

力する団体や個入から「地城あん

しん速絡会
」を支援センターごと

に発足させ
、区民主体の仕み良い

地城づくり活助を推進します
。

足をあんしんネットワークの詳

細については
、
6川以降ポスター

やチラシでお知らせします
。

ネットワークに参加する協力機

関および協力貝には
、シンボルマ

ーク人りステッカーを配付しま

す
。
問先
―在宅支援係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

または
4幹介護支援センター

(
5
6
8
1
)
3
3
7
3

▲ 支援センターと足立あんしん

ネットワ ークのシンボルマーク

区
議
会
第
2回
定
例
会

区議会第
2回定例会が左表のと

おり開会されます
。本会議および

委貝会は公
開しています
。なお傍

聴は
、抽選
爾
会予疋の
1時閥前

から整理券を発行し
。
3
0
分前に抽

選
)になっています
。
問先―区

議会嘔務励(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

区議会第2回定例会　日程

※ 日程等は変更する場合があります。お問い合わせください

世帯と人口( 12年5月1日現在外国人含む) 世帯数: 276, 908 人口: 637, 108 人 ( 男: 322, 381人、女314, 727人)

矚

―
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

非
常
勤
職
員
募
集

《
延
長
保
育
保
育
士
》
《

保
育
相
談
員
》

□
延
長
保
育
保
育
士

対
象
―
昭
和
1
5
年
4
月
2
日
～
昭
和
5
6

年
4
月
一
日
生
ま
れ
で
健
康
な
方
資

格
H
保
育
ヒ
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

業
務
内
容
I
K
y
‘
保
育
園
で
の
延
艮
保

育
時
間
帯
の
保
育
定
員
-
1
0
入
報

酬
1
月
額
1
5
万
円
勤
務
時
間
n
月
～

上
曜
、
午
後
3
時
3
0
分
～
7
時
3
0
分

(
週
2
4
時
悶
)
作
文
題
名
s
「
保
育

士
と
し
て
の
子
ど
も
と
の
接
し
方
」

□
保
育
相
談
員

対
象
―
昭
和
1
5
年
4
月
2
日
～
昭
和
5
4

年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
健
康
な
方

業

稍
内
容
―
保
育
所
の
入
所
相
談
・
受
付
(

税
務
の
知
識
を
必
要
と
し
ま
す
)

定

員
u
l
入

報
酬
1
月
額
1
8万
1
1
円

勧
務
時
間
―
週
4
日
(
週
3
0
時
間
)
作

文
題
名
s
「
窓
口
相
談
業
穆
の
心
憊
忍

―
―
い
ず
れ
も
―
―

有
給
休
暇
有
4

、
交
通
9

支
給
(

限
度

顆
有
り
)

選
考
方
法
―
一
次
・・・
作
文

・
書
類
毒
査
ご

一
次
・
:
面
接

面
接
日
1
6

月
9

日

採
用
・
7

月
1

日

申

込
―
申
込
肖
兼
股
歴
書
(
児
皈
福
祉
課

お
よ

び
各
K
I

保
育
園
で
配
付

・
自

筆

・
写
真
貼
付
)
、
作
文
(

巾
販
の
原

稿
川
紙
2

枚
分

、
釖
字
程
度
で
作
成
)

を
郵
送
ま
た
は
持
参

※
申
込
書
顫
は

返
却
し
ま
せ
ん

期
限
n
6

月
2

日
必

着

申
・
問
先
n

児
童
調
整
係

〒

沺
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
習
(
2
級
)

日
程
1
7
月
4
凵
り
H
月
S
日
の
毎
週

火
曜
日
の
夜
間
お
よ
び
月
2
川
程
度
土

曜
日
の
昼
問

対
象
I
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
と
し
て
働
く
意
志
の
あ
る
方
お
よ
び

既
に
耡
い
て
い
る
方
で
講
習
期
閥
中
令

日
を
通
し
て
受
講
で
き
る
K
内
在
住
・

在
勤
の
方

定
員
-
4
0入

公
開
抽
選
1
6

月
2
2口
叫

午
後
2
時
(
健
和
会
)

※
出
席
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果

は
全
員
に
通
知

費
用
n
1
万
6
1
0

円

申
込
n
往
復
(
ガ
キ
に
郵
便
香
吁
、

化
所
、
氏
名
、
職
楽
'
^
話
番
阯
、
生

年
月
日
、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講

暫
受
講
希
望
」
と
明
記

期
限
1
6
月
1
4

日
必
着

※
複
数
巾
込
は
無
効

場

・
申
先
―
医
療
法
入
財
団
健
和
会

〒

圀
・
0
0
2
2

柳
M
I
-
2
7
-
5

(
3
8
7
0
)
2
0
5
4

問
先
u
高
齢
計
川
課
計
画
推
進
係

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
5
月
2
6日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
期
限
・
:
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
施
設
入
所
の
方

お
よ
び
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
方
へ

介
護
保
険
施
設
入
所
の
方
が
施
設
に

支
払
ラ
食
事
負
担
額
は
獣
帯
の
収
人
等

に
よ
り
減
額
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
次
に

酸
当
す
る
方
も
利
用
者
負
担
金
の
軽
減

制
度
か
あ
り
ま
す
。

対
象
U
①
脊
護

保
険
の
認
定
を
受
け
、
訪
問
介
護
の
サ
1

ビ
ス
を
利
川
さ
れ
る
方
で
、
1
1年
度

中
に
区
の
柵
祉
制
度
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
派
遣
を
受
け
て
い
た
低
所
得
の
方

②
特
定
疾
病
で
妛
介
謾
認
定
を
受
け
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
川
を
希
留
さ
れ
る
低
所

得
の
方

※
減
額
の
条
件
や
f
続
き
に

っ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
―
介
護
保
険
諜
保
険
給
付
係

女
性
心
た
め
の
健
康
づ
く
り
月
間

「成
人
病
と
骨

粗
し
ょ
う
症
の
予
防
」

健
康
診
査
の
機
会
の
少
な
い
家
庭
の

主
婦
や
自
常
業
の
女
性
な
ど
を
対
象
に

実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
7
月
と

2
月
が
女
性
の
健
康
づ
く
り
月
間
で
す
。

β
時
等
回
衣
2
対
象
U
1
8
歳
～
3
9
歳

の
女
性

内
容
U
骨
密
度
測
定
/
体
脂

肋
・
血
圧
測
定
/
尿
・
血
液
検
査
(
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、中
性
胴
肋
、
貧
血
等
)

定
員
U
各
所
4
0人
(
抽
選
)
　
費
用
―

無
料

申
込
U
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
年

齢
、
電
話
番
号
。「
女
性
の
た
め
の
健

康
づ
く
り
」を
記
入
し
、受
診
希
望
日
、

場
所
を
第
2
希
望
ま
で
明
記

期
限
1
6

月
8
日
必
着

申
・
問
先
U
足
皀
保

健
所
成
人
保
健
係

〒
圀
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
t
l

表2　 成人病と骨粗しょう症の予防

※ 検査日の受付時間は午前9 時~10時

は
な
み
ず
き
の
会

(
旧
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ

教
室
)
メ
ン
バ
ー
募
集

体
操
・
ゲ
ー
ム
や
仲
問
と
の
話
し
合

い
な
ど
を
と
お
し
て
健
康
づ
く
り
や
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
で
す
。
日
時

u
毎
月
第
1
月
曜
日
、
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0分

対
象
u
l
住
地
域
に
在

住
で
、
購
卒
中
後
遺
症
・
難
病
・
家
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
ど
の
方

費
用
n

無
料

申
込
l
電
謡

場
・
申
・
問
先
u
1

仕
保
健
総
介
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

学
習
会

「
お
酒
が
身
体
に

お
よ
ぼ
す
影
響
」

ア
ル
コ
ー
ル
専
門
医
に
よ
る
学
習
会

で
す
。日
時
u
6
月
8
日
出
、午
後

2
時
～
4
時
講
師
n
北
鳥
潤
一
郎
氏

(東
京
足
立
病
院
医
師
)

費
用
n
無
料

申
込
―
電
話

場
・
申
・
問
先
1
千
住

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

よ
ち
よ
ち
歩
き
の

親
子
あ
そ
び

お
f
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
体
を
使
っ

て
遊
び
ま
せ
ん
か
。日
時
1
6
月
1
5

H
Ⅲ
、午
前
1
0
時
～
正
午
対
象
1
1

住
地
城
に
在
住
で
、1
歳
～
―
歳
6
ヵ

月
の
f
を
持
つ
親
と
r
講
師
u
4
M

都
茂
f
氏
(
健
康
運
動
指
導
t
)
　
定

員
1
2
5
組
費
用
u
無
料
申
込
u
電

話

場
・
申
・
問
先
u
t
住
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

の
教
室

□
食
と
健
康
教
室

「
し
つ
か
り
食
べ
て
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
」

日
時
1
6
月
1
2
日
叩
6
月
2
3
日
t
、

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
場
所
―

中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
対
象

n
健
康
的
に
体
重
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

た
い
方
内
容
u
プ
ラ
ス
思
考
で
や
せ

る
食
生
活
術
/
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お

き
た
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
栄
養
知
識
y
書

い
て
見
つ
け
る
自
分
流
食
事
チ
ェ
ッ
ク

法
/
気
軽
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

ほ
か
定
員
よ
J
人
(
先
着
順
)
　
費

用
u
無
料

□
調
理
体
験
教
室

「
電
子
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ
」

`
'
子
レ
ン
ジ
を
使
っ
た
、
人
と
環
境

に
や
さ
し
い
料
理
で
す
。
日
時
1
6

川
1
3
口
㈲
、
午
後
2
時～
4
時
鳩
所

I
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
内
容
s
電
子
レ

ン
ジ
を
使
っ
た
簡
単
で
安
全
な
料
理

定
員
u
2
0
人
(
先
着
順
)
　
費
用
l

S
円
(
材
料
費
)
　
持
ち
u
u
エ
ブ
ロ

ン
・
三
角
き
ん
・
ふ
き
ん
・
筆
記
用
具

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
n
電
話

申
・
問
先
回
中
央
本
町

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
5
(

直
通
)

乳
が
ん
手
術
後

間
も
な
い
方
の
交
流
会

不
安
が
い
っ
ぱ
い
の
時
期
、乳
が
ん

体
験
者
回
士
で
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

日
時
n
6
月
詣
H
t
、T
後
1
時
3
0
分

～
3
時
3
0
分
費
用
―
無
料
申
u
u

電
話

場
・
申
・
問
先
1
千
佳
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
ま
ち
も
元
気
、
わ
た
し
も
元
気
～

パ
ネ
ル
展
示
や
叶
測
、
健
康
相
談
、

血
液
検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
生

活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
―
衣
―

費
用
―
無
料

申

込
n
当
日
直
接
会
場
へ

表1　 住区健康フェスティバル　6月の日程

お
休
み
し
ま
す

庁
舎
ホ
ー
ル
・
駐
車
場
・
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

6
月
1
0
口
巾
、
H
日
朏
は
、
衛
生
害

虫
駆
除
の
た
め
。
区
役
所
全
館
を
閉
館

し
ま
す
。
当
川
は
、
庁
舎
ホ
ー
ル
K
K

民
ロ
ビ
ー
・
駐
瞋
場
・
展
望
レ
ス
ト
ラ

ン
も
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
先
―

庁
舎
管
理
課

北
千
住
駅
前
公
衆
ト
イ
レ
を
移
設
し
ま
す

北
千
住
駅
前
公
衆
ト
イ
レ
は
、
常
磐

新
線
の
関
連
1
:事
の
た
め
移
設
し
ま

す
。
新
し
い
仮
設
ト
イ
レ
は
6
月
上
旬

ご
ろ
か
ら
利
用
で
き
る
予
定
で
す
。

問
先
U
公
剛
緑
地
課

在宅介護支 援セン タ一

6 月の家族介護者教室のご案内上
総
湊
健
康
学
園

7
・
8
月
の
空
き
室
申
し
込
み

空
き
室
の
申
し
込
み
は
、6
月
9
日

か
ら
生
涯
学
習
振
脆
(公
社
の
各
施
設
で

直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

利
用
料

金
(
1
泊
2
食
付
き
)
U
人
人
3
千
朷

円
、f
ど
も
1
朋
円
利
用
で
き
な
い

日
1
7
月
1
日
～
2
0
日
8
`
`
一
日
～

3
1日

問
先
―
学
校
保
健
係

10月利用分から宿泊施設の料金が変わります

※ 1　・・うち食事料2, 000円 ※ 2… う5食事料1, 000円
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健康カレンダー
　
6月の予
定

地
域
栄
養
士
講
習
会

「
介
護
保
険
と

栄
養
士
の
役
割
」

各
職
場
で
対
応
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
講
習
会
で
す
。
日
時
1
6
月
3
日

山
、
午
後
2
時
～
5
時
場
所
u
青
年

セ
ン
タ
ー
対
象
―
区
内
在
住
、
在
勤

の
栄
養
士
講
師
u
#
L
正
f
氏
百

本
医
療
栄
養
セ
ン
タ
ー
長
)
　
定
員
u
8
0

入
(
先
着
順
)
　
寅
用
n
無
料

申

込
n
電
話

期
限
H
5
月
3
1日

申
・

問
先
n
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

保
健
栄
養
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
5
(

直
通
)

出
張
料
理
体
験
教
室

知
っ
て
得
す
る
調
理
体
験
教
室
を
出

前
し
ま
す
。日
時
等
u
相
談
に
よ
り

決
定
対
象
n
町
会
・
自
治
会
・
P
T

A
・
自
主
グ
ル
ー
プ
な
ど
内
容
―
子

ど
も
、青
年
、壮
年
の
年
代
に
合
わ
せ

た
テ
ー
マ
で
実
施
費
用
u
材
料
費
等

実
費
負
担

申
込
l
電
話

申
・
問
先

―
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健

栄
餐
係(

3
8
8
0
)
5
3
5
5
(

直
通
)

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
無
料
で
行

っ
て
い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
従
来
の

x
線
撮
影
と
、血
液
(
血
油
ペ
プ
シ
ノ

ゲ
ン
法
)
に
よ
る
検
査
の
ど
ち
ら
か
を

選
べ
ま
す
。ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
は
少
阯

の
採
血
で
す
み
、妊
娠
中
も
し
く
は
妊

娠
の
可
能
性
が
あ
る
方
、バ
リ
ウ
ム
の

服
用
が
竝
f
な
方
で
も
気
軽
に
受
診
で

き
ま
す
。日
程
n
表
3
対
象
u
3
5

歳
以
氈
の
区
民
※
胃
を
切
除
し
た

方
、胃
の
病
気
で
治
療
中
の
方
は
除
ぐ
。

妊
娠
中
の
方
は
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
の
み

可
内
容
―
①
X
線
撮
影
に
よ
る
胃
が

ん
検
診
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

②
血
液
検
査
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
と
検

便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
定
員
u
5
5
～

6
0
人
申
込
I
(
ガ
キ
に
郵
便
番

―
、住
所
。氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、生

年
月
日
、年
齢
、性
別
、電
話
番
号
、

表
3
よ
り
胃
が
ん
検
診
名
(
①
X
線
撮

彫
ま
た
は
②
血
液
検
査
の
い
ず
れ
か
一

方
を
選
択
)
、検
診
日
、受
診
場
所
を

第
3
希
望
ま
で
明
記
後
日
、受
診
票

と
案
内
を
送
付
し
ま
す
期
限
―
受
診

希
望
月
の
前
月
1
5
日
必
着
。受
診
票
の

送
付
は
前
月
末
日
(
7
月
を
希
望
す
る

場
合
、6
月
1
5
日
必
着
、受
診
票
の
送

付
は
6
月
末
日
)
※
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、受
診
日
が
翌
々
月
に
な
っ
た

り
、受
診
場
所
が
他
の
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
申
・

問
先
u
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

診
療
放
射
線

〒
圀
・
0
0
1
1

中
央

本
町
1
-
5
1
3

(
3
8
8
0
)
5
3
5
7
(

直
通
)

表3 消化器がん検診日程
①X線撮影+検便

②血液検査+検便

大
切
さ

、気
付
い
た
と
き

か
ら
骨
づ
く
り
(
2
日
制
)

丈
夫
な
骨
を
保
つ
方
法
を
い
っ
し
ょ

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。日
時
1
6

月
1
4
日
團
H
Ⅲ
、午
後
1
時
3
0
分

～
3
時
3
0
分
内
容
u
マ
ー
日
日
T
・
骨

折
り
損
に
な
ら
な
い
食
生
活
の
コ
ツ
、

骨
を
つ
く
る
食
品
の
上
手
な
と
り
方

▽
2
日
目
:
賚
と
筋
肉
を
丈
夫
に
す
る

運
動
定
員
u
3
0
入
(
先
着
順
)
　
費

用
―
無
科

申
込
叭
屯
話

場
・
申
・

問
先
n
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

歯
周
病
健
診

節
日
健
診
の
歯
周
病
予
防
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
受
け
た
方
お
よ
び
現
在
歯
ぐ
き
が

は
れ
て
い
る
な
ど
の
急
性
症
状
が
あ
る

方
は
除
き
ま
す
。

□
2
0
～
3
9
歳
ま
で
の
区
民

日
時
u
6
月
2
1
日
團
、午
後
1
時
～
2

時
3
0分

内
容
n
歯
周
病
な
ど
の
歯
科

健
診
、
健
康
教
室
、
相
談

定
員
H
3
5

入
(
先
着
順
)
　

費
用
―
無
料

申

込
l
電
話
ま
た
は
窓
口
へ

場
・
申
・

問
先
―
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯

科
保
健(

3
8
5
5
)
4
1
5
4
(

直
通
)

□
4
0
歳
～
6
0
歳
ま
で
の
区
民

期
間
1
3
月
3
1日
ま
で

場
所
u
区
内

実
施
歯
科
医
院

内
容
H
歯
周
病
な
ど

の
歯
科
健
診

定
員
n
千
入
(
先
着
順
)

費
用
u
無
料

申
込
I
(
ガ
キ
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、年
齢
、
性
別
、電
話
番
号
、

「
歯
周
病
健
診
希
望
」
と
明
記

※
後

日
受
診
票
と
案
内
を
送
付

申
・
問
先

―
足
立
保
健
所
成
入
保
健
係

〒
3
・
8
5
1
0

中
央
本
町
l
l
一″
1
1

慢
性
呼
吸
器
障
害
者
の

方
へ
の
呼
吸
器
教
室

璽
以
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
の
共
催
で
開
催
し
ま
す
。日
時
1

6
月
2
0
日
㈹
、午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

場
所
―
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
対
象
I
K
内

在
住
で
、慢
性
呼
吸
器
機
能
障
害
の
方

と
家
族
お
よ
び
関
係
者
内
容
u
医
療

講
話
「日
常
生
活
の
留
意
点
」
、情
報

交
換
会
定
員
″
5
0
入
程
度
(
抽
選
)

費
用
―
無
料
申
込
皿
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
期
限
u
6
月
9
凵
申
・
問

先
n
丙
部
障
`
柏
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

(
3
8
5
7
)
5
6
2
6

6 月の献血

健康あ・ら・かると
～食中毒シーズンの到来～

こ
の
春
、
新
た

に
小
学
校
や
保
育

園
な
ど
に
入
っ
た

お
T
さ
ん
た
ち
は

よ
う
や
く
学
校
に

慣
れ
て
き
た
こ
ろ

で
す
ね
。
で
も
、

ご
用
心
。
環
境
変

化
の
ス
ト
レ
ス
で

体
の
疲
れ
が
ピ
ー

ク
に
な
る
の
は
こ

れ
か
ら
で
す
。
体

力
が
落
ち
る
と
、

中
毒
菌
な
ど
の
外
敵
に
負
け
や
す
く
な

り
ま
す
。

数
年
前
に
起
き
た
腸
管
出
血
性
大
腸

菌
0
1
5
7食中
毒
の
全
・国
的
多
発
は
ち
ょ

う
ど
今
の
時
期
で
し
た
。
5
月
下
旬
か

ら
7
月
に
か
け
て
、
岡
山
県
や
大
阪
府

の
学
校
給
食
を
中
心
に
多
数
の
幼
児
・

児
童
が
発
病
し
ま
し
た
。
1
0年
の
5
・
6

月
に
は
0
1
5
7に汚
染
さ
れ
た
北
海
道

産
の
イ
ク
ラ
に
よ
る
集
団
食
中
毒
で
全

凶
的
な
イ
ク
ラ
の
回
収
騒
動
が
起
き
ま

し
た
。
こ
の
収
件
で
も
、
忠
軒
に
r
ど

も
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
区
内
で
は
、

幸
い
に
も
0
1
5
7食中
毒
の
集
団
発
生
は

起
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
感
染
経
路
不
明

の
散
発
的
な
発
症
事
例
、
あ
る
い
は
健

康
な
人
の
ふ
ん
便
か
ら
0
1
5
7の検
出
事

例
が
1
0数
例
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
突
如
と
し
て
出
現
す

る
o
ほ
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
、
通
常
の
食
中
毒
繭
よ

り
ず
っ
と
少
な
い
歓
の
菌
数
で
発
症
す

る
こ
と
。
ま
た
、食
べ
て
か
ら
発
症
す
る

ま
で
4
日
か
ら
8
日
以
上
の
長
い
潜
伏

期
間
が
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
感
染
力

が
強
く
、
ほ
か
の
食
中
毒
菌
と
違
っ
て

人
か
ら
人
へ
二
次
感
染
を
起
こ
す
こ
と
。

そ
の
一
方
で
、
0
1
5
7は熱
や
消
毒
剤

へ
の
耐
性
が
低
い
弱
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
0
1
5
7食中
毒
を
予
防
す
る
に

は
、
肉
類
な
ど
の
食
品
を
し
っ
か
り
加

熱
(
中
心
部
7
5℃
、
1
分
以
占

す
る

こ
と
が
人
事
で
す
。
ま
た
、
生
野
求
な

ど
は
よ
く
洗
い
、
包
。亅
・
ま
な
板
な
ど

の
調
理
器
具
は
。
洗
浄
・
消
毒
を
徹
底

す
る
こ
と
で
容
易
に
予
防
で
き
ま
す
。

そ
れ
ら
の
注
意
点
に
加
え
て
、
幼

児
・
児
童
は
、
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力

が
低
い
た
め
、
季
節
の
変
わ
り
目
は
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
の
蒸
し
暑
い
時
期

は
、
お
子
さ
ん
た
ち
の
体
調
の
変
化
に

周
囲
の
目
配
り
が
必
要
で
す
。

《
保
健
所
・
食
品
衛
生
監
視
員
》

ま
ち
の
歴
史
ミ
ニ
事
典

第14回

伊

興

～
遺
跡
と
古
社
～

伊
興
遺
跡
は
、
足
立
区
北
部
を
流
れ

る
毛
長
川
流
城
の
代
衣
的
な
遺
跡
で

す
。
近
年
ま
で
下
水
道
工
聨
に
と
も
な

う
発
掘
調
査
で
、
川
沿
い
の
地
に
古
代

か
ら
入
々
が
生
活
し
て
い
た
様
f
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
足
立
区
が
低
地
帶
で
土
中
の

湿
度
が
一
定
だ
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
、

数
多
く
の
木
製
品
が
出
1
…
8
肚
紀
の

「騎
馬
像
」木
筒
(
写
真
)
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
て
関
心
を
呼
び
、今
年
3
月

に
は
伊
興
遺
跡
出
七
木
製
品
が
東
京
都

指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
伊
興
遺
跡
に
近
い
氷
川
神
社

は
、
か
っ
て
渕
江
領
(
舎
人
周
辺
を
除

い
た
足
皀
区
の
ほ
ぽ
全
城
)
の
総
鎮
守

で
。
渕
の
宮
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

遺
跡
や
古
社
の
存
在
は
、
伊
興
の
地
が

足
立
の
歴
史
の
出
発
点
の
一
つ
だ
っ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、今
秋
1
0
月
2
4
日
か
ら
郷
土
博

物
館
で
、発
掘
成
果
を
御
覧
い
た
だ
く

特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。ど
う
ぞ
お
楽

し
み
に
。　
　
《
郷
土
博
物
館
》

▲ 馬を駆る人の姿が描かれた
伊興遺跡出土木製品
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～スピードアップと区民サービスの充実～

区民の皆さんの健康生活をサポートする
保健総合センター

この4 月から、区内2 つの保健所を足立保健所ひとつに統

合しました。

今までは、2つの保健所と3 つの保健相談所でしたが、こ

れらすべてが足立保健所の組織として、5 つの保健総合セン

ターとなり出発しました。保健所機能を備えたそれぞれ新設

の保健総合センターは、地域の皆さんに、より身近なサービ

スの提供と事務のスピードアップをめざしていきます。

12 年度

4月からの
保健総合センターの

基本エリア

診査から相談まで、
皆さんに身近な保健総合センター

足立保健所・各保健総合センターでは、区民の皆さんの健康に関す
る診断・机訣から、健康づくりのためのグループ活動支援・健康教室
などにいたるまで。数多くの事業をしています。診断などは、おおむ
ね担当エリアの保健総合センターでできますが、衛生上の女令確保や
動物に閥する棚談などの一部は、受け付けできる場所が指定されてい
ます。十分確世してから手続きなどを行ってください( 表1・2) 。

表1　 保健総合センターの業務

表2　 生活衛生課の業務

保健所の設置

地域の特性をふまえ、区が主体的に決めることができます

区民の皆 さんの健康と安全 を守 るために 制定さ れた、「地域保健
法」 が改正さ れ、保 健所の設 置につい てこ れまでの人口 要件がな

くなり ました。こ れに伴 い東京23 区の 特別区 では 、区 の実情に合
った保健所体制 をとることができます。

足立区では、この4月1日から区内の保健所について、「足立保
健所1所体制」をとることにしました。これにより、O157のよう

な広 域に わたる食中毒事件などの突発的 な「健康危機問題 」にも、
すばやく対応することがで きます。

またこのよう な組織のスリム 化で生み出 されたパワ ーを、保健

総合 センターの強化 や保健所の 機能強化に向 けるこ とで区 民サー
ビ スの充実をめざしました。

各保健総合センター

サービスの地域拠点として一層充実させていきます

今年から、これまでの地域の保健相談所をさらに充実させ、区
内5ヵ所に保健所槻能を備えた保健総合センターにしました。よ
り身近な保健総合センターで、区民の皆さんの相談に応じられる
ように、食品・住環境の安全や食中毒予防などの体制を新たに強
化もしています。
5ヵ所のうち竹の塚保健総合センターは、担当エリアが広いた

め2つの課でそれぞれ担当し、きめ細かな対応ができるよう体制
を強化しました。
こうした保健総合センターの体制確立により、身近な地域での

保健所サービスが、これまで以上に充実します。

区民の方へのサービス

元気に健康な生活ができるように支援します

今 、介護保険制 度のスタート とともに、一生 涯 を最後 まで健康

で暮 らしたい、障害 を持っても生 き生きと生活 したいとい う願い

が高まっています。
また最近の住環境の身体への彰響など、私たちのまわりの環境

と健 康問題がクロ ーズアップさ れています。こ のよ うな新たな課
題に対応していく保健衛生行政をめざして全力をあげてい きます。

区民健康診断は

中央本町保健総合センター
1カ所で行います

こ
れ
ま
で
、
健
康
診
断
書
の
発
行
は
、

受
診
時
期
か
集
中

ず
る
た
め
、
大
変
時

間
が
か
か

り
不
便
を
お
か
け

し
ま
し

た
。そ

こ
で
4
川
か
ら
、
健
診
は
巾
し
込

み
利
と
し
中
火
本
町
保
縫
稔
合
セ
ン
ダ

ー
1
カ
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
受
冷
が
集
中
す
る
時
期
な
ど
の

待
ち
時
間
を
短
縮
し
、
効
率
的
な
健
診

や
健
康
冷
断
書
の
発
行
か
吋
能
と
な
り

ま
し
た
。
く
わ
し
く
は
お
川
い
介
わ
せ

く
だ
さ
い
。
　
問
先
=
中
央
木
町
保
健

総
合
セ
ン

タ
ー

● 保健総合センターなどに関するお問い合わせは●
足 立 保 健 所

生活衛生課　　　　　　　　　　　3180- 5361
健康推進課( 区役所内) 　　　　　　3180- 5111( 代)中央本町保健総合センター　　　　3880- 5351
竹の塚保健縮合センター　　　　　3855- 4151
江北保健組合センター　　　　　　3896- 4004
千住保健餓合センター　　　　　　3888- 4277
東和保健総合センター　　　　　　3606- 4171

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

普
通
徴
収
の
納
税
地
知
書
は
6
月

8
日
に
郵
送
し
ま
す
(
非
課
税
の
方

は
送
付
し
ま
せ
ん
)
。
な
お
特
別
飯

収
の
納
税
通
知
将
は
、
5
月
2
日
に

各
事
業
所
あ
て
に
郵
送
し
ま
し
た
。

普
通
徴
収
の
第
1
期
分
の
納
期
限
は
6

月
3
0
日
で
す
。

▽
課
税
証
明
書
の
発
行
は
、
6
月
8

日
か
ら
で
す
。
な
お
特
別
徴
収
の
み

の
方
の
証
川
醉
は
、
現
在
発
行
し
て

い
ま
す
。
※
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
の
非

課
税
証
明
溽
は
6
川
8
日
か
ら
で
す

□
1
2
年
度
税
制
改
正
が
あ
り
ま
し
た

▽
特
定
扶
養
秘
族
(
1
6
～
2
3
歳
米
満
)

に
係
る
控
除
額
が
4
3
万
円
か
ら
4
5
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▽
所
得
割
の
井
課
税
限
度
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
(
表
3
)
。

▽
均
令
割
の
非
課
税
限
度
額
か
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
(
表
4
)
。

▽
土
地
な
ど
に
係
る
長
期
譲
渡
所
得
(
一

般
)
の
税
率
か
見
直
し
さ
れ
ま

し
た
(
表
5
)
。

▽
配
肖
所
得
に
対
す
る
控
除
率
が
見

叭
し
さ
れ
ま
し
た
(
表
6
)
。

□
定
率
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す

個
人
の
化
民
税
の
所
得
割
額
か
ら

定
率
減
税
飢
を
控
除
し
ま
す
。
定
率

滅
税
額
は
、
所
得
割
振
の
1
5
%
(
4

万
川
か
限
度
)
で
す
。
　
問
先
=
課

税
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)

表3　所得割の非課税限度額

※ 本人のみの場合は32万円は加算されません

表4　均等割の非課税限度額

※ 本人のみの場合は19万円は加算されません

表5　分離長期譲渡所得の税率

表6　配当所得に対する控除率

公
認
私
立
幼
稚
園
に
通
う
園
児
の

保
護
者
に
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

対
象
=
1
2
年
4
月
1
日
以
肝
引
き
続

き
区
内
に
居
仕
し
て
い
る
満
3
～
5
歳

児
(
6
年
4
月
2
日
～
9
年
4
月

1
日
生
ま
れ
ま
で
の
園
児
、
ま
た
9

年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
園
児
は

渦
3
歳
の
誕
生
月
か
ら
)
を
幼
稚
園

へ
通
園
さ
せ
て
い
る
保
護
者
　
補
助

金
の
内
容
=
表
7
　
※
保
護
者
負
担

軽
減
背
は
入
川
料
や
保
が
料
に
よ
り

調
略
(
減
額
)
さ
れ
る
場
介
が
あ
り

ま
す
　
申
込
=
▽
区
内
の
幼
椎
園
に

在
籍
し
て
い
る
場
介
・
:
各
幼
稚
園

▽
区
外
の
幼
稚
園
に
在
籍
し
て
い
る

場
介
…
窓
口
ま
た
は
幼
稚
園
　
※
巾

請
書
は
各
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
学
秘

深
で
配
付
　
支
払
時
期
=
1
0
月
上

旬
、1
2
月
下
句
、3
月
下
句
の
計
3

川
の
予
定
　
問
先
=
学
務
課
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)

表
7
　
補

助金一覧

※ ②就園奨励費の1人目、2人目は、同一世帯で幼稚園に通園している園児の人数です

※ 世帯構成員中2人以上に所得がある場合は、それぞれの区民税所得割課税額の合計額で判定します

※ なお、特別減税や国・都等の補助要綱改正があった場合、対象世帯及び補助金等が変更されま

す

足
立
区
奨
学
生
募
集

□
1
3
年
4
月
か
ら
の
足
立
区
奨
学
生

(
採
用
候
補
者
)
を
募
集
し
ま
す

対
象
=
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
方
…
区
内
に
引
き
続
き
1

年
以
匕
居
仕
し
て
い
る
方
/
経
沸
的

理
山
に
よ

り
修
乍
が
困

難
で

同
種
の

学
資
金
を
ほ
か
か
ら
借
り
受
け
て
い

な
い
方
/
都
内
ま
た
は
通
学
叮
能
な

近
県
に
所
在
す
る
人
学
・
高
等
学

校
・
高
等
専
円
学
枚
・
専
修
学
校

(
修
学
乍
限
2
年
以
匕
の
専
門
課
程

お
よ
び
人
学
人
学
資
柵
を
得
ら
れ
る

修
業
年
限
3
年
以
上
の
高
等
課
程
)

に
人
学
を
予
定
し
て
い
る
方
(
作
伊

中
も
吋
)
/
乍
業
成
績
が
良
好
な
方

貸
付
額
=
表
8
　
申
込
=
区
立
中
乍

校
3
年
生
は
各
中
学
校
/
そ
の
ほ
か

の
方
は
学
務
課
助
成
係
　
申
込
期

間
=
6
月
1
2
日
～
3
0
日

□
1
1
年
度
育
英
資
金
に
対
し
寄
付
を

い
た
だ
い
た
方
々
(
敬
称
省
略
)

み
ゆ
き
会
　
5
万
円
/
金
子
政
雄

1
0
0
万
円
/
匿
名
　
1
0
万
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
学
務
課
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)

表8　 募集予定人員と13 年度貸付額

6
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

れ
た
の
が
昭
和
2
4
年
6
月
1

日
。そ
こ
で
全
凶
人
権
擁
護
委

員
連
介
会
で
は
、6
月
1
日
を

「人
権
擁
護
委
員
の
日
」と
定

め
、こ
の
日
を
中
心
と
し
て
、

粁
さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人
権

思
忽
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま

す
。区
内
に
は
1
2
人
の
人
権
擁
護

委
員
が
い
ま
す
(
表
9
)
。

人
権
問
題
で
お
附
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=
広
聴
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)

表9　人権擁護委員名簿

○ 印は「子どもの人権専門委員」です

◎ 福岡県でポリオ予防接種後、死亡したケースがあります。因果関係については、現在調査中です。4月に区内でポリオ予防接種を受け、具合が悪くなったお子さんがいましたら、保健総合センターにご連絡ください。　問先=健康推進課　　3880―5111㈹
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催

し

物

ガ
イ

ド

地
域
指
導
者
養
成
講
座
・
上
級
救
命
講
習
会

～
い
の
ち
の
リ
レー
の
た
め
に～

い
ざ
と
I
び
つ
時
に
役
に
立
つ
救
命
法

を
習
得
し
て
見
ま
せ
ん
か
7
-
r
ど
も

た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
ぜ
ひ
受
講

して
く
だ
さ
い。
修
了
軒
に
は
認
定
証

を
発
行
し
ま
す。

※
認
定
証
は
講
習
8

時
間
す
べ
て
受
講
さ
れ
た
方
の
み
発

行
日
時
n
6月
7凵
・
1
4日・
暦
日

・
2
8日、
い
ず
れ
も
水
曜
日
、
午
後
7

時～
9
時
場
所
n
青
年
セ
ン
タ
ー

対
象
u
青
少
年
育
成
に
携
わ
っ
て
い
る

方
、
テ
ー
マ
に
興
味
の
あ
る
方
、学

校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど
の
先
生
等

定
員
u
3
0
入
(
先
着
順
)
費
用
u

敦
材
費
(
実
9
2
1
円
税
込
)
申

込
u
雌
話
期
限
n
6
川
2
凵
申
・

問
先
n生
涯
学
習
課
少
年
育
成
係

第
2
9回
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
兼
第
3
回
バ
リ
ア
フ
リ
ー

タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

大
会
当
日
、給
水
所
係
員
、走
路
貝

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
日
時
U
9月
1
5日㈲
、午
前
1
0

時
3
0分
場
所
U荒
川
河
川
敷
(虹

の
広
場
)
定
員
l若
F名
(先
着
順
)

申
込
―電
話
期
限
u
7月
1
8
H申

・
問
先
u体
育
振
興
担
当
課

(
3
8
5
9
)
3
4
2
2

ま
た
は
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
9
)
8
2
1
1

塩
原
自
然
体
験
短
期
留
学
生
募
集
(
小
学
生
対
象
)

期
問
n
8
月
2
1
日
～
2
5
日
(
4
泊
5
日
)

対
象
―区
内
小
学
生
3・
4・
5年
生

内
容
n上
塩
原
小
で
受
け
入
れ
式
、町

内
名
所
旧
跡
め
ぐ
り
、
1日
体
験
入
学
、

箱
の
森
プレ
ーパ
ー
ク
で
キ
ャ
ン
プ
な

ど

※
往
復
は
庁
有
バ
ス
に
よ
る
送

迎
、宿
泊
は
、農
家
な
ど
に
分
か
れて

祐
泊
、
3日
日
の
み
粕
の
森
プレ
ーパ
1

ク
に
宿
泊
定
員
u約
2
0入(抽
選
)

費
用
n
2万
円

申
込
I
(
ガ
キ
に
、

住
所
、氏
名
、性
別
、学
校
名
、学
年
、

保
護
者
氏
名
、電
話
番
り
、「
自
然
体

験
留
学
希
留
」
と
明
記
期
限
1
6
月

3
0
H
申
先
″
上
塩
原
小
学
校
山
村
留

学
協
力
会
〒
3
2
9
・
り
乙
Q
y
2
3
栃
木
県

那
須
郡
塩
原
町
大
字
1
1塩原
5
8
-
3

0
2
8
7
(
3
2
)
2
9
0
9

問
先
―学
務
課
校
外
施
設
係

ま
た
は
塩
原
町
教
育
委
・
貝
会
学
校
教
育

課
　
　
0
2
8
7
(
3
2
)
3
8
1
4

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
5
月
2
6日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て

□
「セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

に
つ
い
て
考
え
、学
び
ま
せ
ん
か
?

前
大
阪
府
知
事
の
「
セ
ク「
ラ
」事

件
が
、戴
判
所
で
係
争
中
で
す
。ま
た

警
察
官
や
教
貝
な
ど
の
セ
ク
(ラ
事
件

も
、頻
繁
に
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

今
は
職
場
に
ヌ
ー
ド
ポス
タ
ーを
は

っ
て
も
、女
性
の
肩
を
つ
か
ん
で
も
、

宴
会
で
デュ
エ
ッ
ト
を
強
要
し
て
も
、

「
セ
ク「
ラ
」と
非
難
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
、

「H
本
も
ず
い
ぶ
ん
人
間
関
係
が
ギ
ス

ギ
ス
し
て
し
ま
っ
た
」と
な
げ
か
れ
ま

す
か
?

「
セ
ク「
ラ
」と
い
う一言
葉
が一
般

的
に
な
る
以
前
に
も
、性
的
な
い
や
が

ら
せ
が
就
労
環
境
を
悪
化
させ
る
こ
と

は
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。そ
の
巾
で
、

多
く
の
攵
性
た
ち
が
不
快
の
以
い
に
耐

え
て
働
い
て
き
ま
し
た
。で
も
「
セ
ク

「
ラ
」と
い
う一晋
葉
が
、「
い
や
な
こ

と
は
い
や
だ
」と
は
っ
き
り
主
張
す
る

根
拠
を
与
え
ま
し
た
。そ
し
て
好
ま
し

い
職
場
環
境
・
人
間
関
係
を
作
っ
て
い

こ
う
と
、私
た
ち
に
問
い
か
け
て
い
ま

す
。ま
す
ま
す
凶
際
化
し
て
い
く
経
済

状
況
の
中
で
、「
セ
ク「
ラ
」へ
の
対

応
を
お
こ
た
っ
た
企
業
に
明
る
い展
望

は
開
け
ま
せ
ん
。セ
ク
(ラ
行
為
で
女

性
の
労
働
意
欲
を
減
退
さ
せ
て
し
ま
う

よ
う
な
職
場
環
境
は
、男
性
に
と
っ
て

も
決
し
て
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。男
性
も
女
性
も
対
等
な
パ
ー

ト
ナ
ーと
し
て
、圧
い
に
尊
重
し
(‥い
、

協
力
し
合
う
こ
と
が
、何
よ
り
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

セ
ク
(ラ
問
題
に
っ
い
て
学
習
し
た

い
と
き
に
、
1
5人以
上
が
集
ま
れ
ば
無

料
で
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。職
場
や
地

域
で
も
セ
ク
(ラ
に
っ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
?

□
区
民
企
画
講
座
の
企
画
を
募
集

男
女
平
等
の
視
点
か
ら
、区
民
が
企

画
し
k
体
的
に
運
常
す
る
「区
民
企
画 講

座
」
の
企
画
を
募
集
し
ま
す
。日

時
n
企
画
会
議
…
6
月
1
6
日
～
7
月
7

日
(
全
5
川
)
、午
前
1
0
時
・
講
座
…

9
月
8
日
～
1
0
月
1
3
H
(
午
前
)
と
H

月
割
日
～
1
2
月
2
2
日
(
夜
間
)
の
い
ず

れ
か
対
象
I
K内
に
活
勦
の
拠
点
を

置
く
、
7人
以
hで
区
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
方
が
7割
以
1
1の
グル
ー
プ

申
込
―所
定
の
用
紙
を
持
参
(用
紙
は

セ
ン
タ
ー窓
口
で
配
布
)
　期
限
n
6

月
6日

※
く
わ
し
く
は
6月
9
H
、

午
前
1
0時か
ら
説
明
会
あ
り

□
「日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

～
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
編
～

K
内
在
住
の
外
国
人
や
帰
凶
者
に
、

日
本
語
で
日
本
語
を
教
え
る
方
法
を
学

び
ま
す
。日
時
等
u
表
I
対
象
u

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
成
人
男
女

で
女
性
総
合
セ
ン
タ
ーの
日
本
語
ボラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
修
r生
お
よ
び
実
際
に

ボラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
る

方
(初
心
者
の
方
は
除
ぐ
)
　講
師
H

佐
藤
山
紀・
f氏
(国
際
基
督
教
大
学
非

常
勤
講
師
)
定
員
n
3
0
人
(
抽
選
)

費
用
u
教
材
費
の
み
申
込
l
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番

ひ
、
「日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

と
明
記
期
限
u
6
月
1
H
必
着

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
・
申
・
問
先
n女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3
・
0
8
5
1梅
旧
7
1
3
3
1
1

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表1　日本語ボランティア講座日程

※ いずれも火曜日、午後3眄～4眄45分

第
2
2回
足
立
の
花
火
大
会

今
年
も
、皆
さ
ん
で
一
万
発
の
花
火

を
お
お
い
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
U
8
月
2
4
H
湘
、午
後
7
時
1
5
分
～

午
後
8
時
4
5
分
(
打
匕
開
始
7
時
3
0

分
)
　
※
荒
天
の
場
合
2
5
日
に
。順
延
。

昨
年
よ
り
1
ヵ
月
遅
い
日
程
に
な
っ
て

い
ま
す
場
所
―
荒
川
河
川
敷
(
千
住

新
橋
～
西
新
井
橋
間
)

□
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
な
ど
の
消
灯
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

当
日
は
、花
火
を
芙
し
く
見
る
た
め

に
、周
辺
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
な
ど
の
消

灯
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
の
観
覧
は
で き

ま
せ
ん

過
去
に
、プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
よ

る
沈
没
事
故
や
衝
突
に
よ
る
乗
員
の
転

乕
事
故
が
起
き
ま
し
た
。讐
察
か
ら
の

厳
し
い
指
導
も
あ
り
、プ
レ
ジ
ャ
ーボ

ート
で
の
観
覧
を
禁
齔
し
て
い
ま
す
。

申
・
問
先
U観
光
協
会
嘔
務
川
(
産
業

振
興
課
内
)

劇

団

公

演

日
時
n
6月
3日
出
、午
後
2時
3
0分

～
3時
3
0分
内
容
u影
絵
「
シ
ル
エ

ッ
ト
ーフ
ァ
ン
タ
ジー
」「
は
ら
ぺ
こ

プン
タ
」
費
用
U無
料
申
込
U当

日
直
接
会
場
へ
場
・
問
先―
'卜住
児

收
館
　
　
(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

映
画
会
「
魔
女
の
宅
急
便
」

日
時
1
6
月
3
‥
‥
禺
午
後
2
時
3
0
分～

4
時
1
5
分
対
象
n
幼
児～
。
般
の

方
費
用
u
無
料
申
込
l
当
日
直
接

会
場
へ
場
・
問
先
=
西
部
児
童
釦

(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

6 月 より 登記相談も始 まり ま す

あ な た の 相 談 室 場所=区役所北館2階
問先=広聴相談係
3880

―5111i㈹
秘密厳守　相談無料

※ 土曜「日 曜・祝日はお休み です

※ 住宅修繕をお考えの方へ、区内建築業者の 連合団体 を紹介しています。電話でお申し
込みく ださ い

学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

学
校
の
図
書
館
で
、
f
ど
も
た
ち
に

本
の
読
み
聞
か
せ
、
本
の
整
理
・
補
修

な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
活

動
開
始
u
1
0
月
活
動
場
所
n
・
K
内
の

小
学
校
申
込
n電
話
期
限
1
6月
1
5

日
申
・
問
先
n生
涯
学
習
課
学
習

推
進
係

掲
示
板

□
1
2
年
度
後
期
「
民
間
国
際
事
業
助
成
」

対
象
事
業
募
集
対
象
u
祁
内
の
非
常

利
団
体
が
行
う
凶
際
交
流
・
協
力
事
業

で
、
1
2
年
1
0
月～
1
3
年
3
月
ま
で
に
実

施
さ
れ
る
も
の
受
付
期
間
u
6
月
1

日～
3
0
H
※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
申・
問
先
u㈲
東
京

国
際
交
流
財
団(

5
2
2
1
)
9
0
2
6

□
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
就
業
支
援

講
習
期
間
H
7
月
2
5
凵
～
9
月
1
日

(
誂
日
間
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

場
所
―
都・
高
年
齢
者
就
業
セ
ン
タ
ー

対
象
n
6
0歳以
Lで
講
習
終
r後
、足

立
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ーに
新
規

人
会
し
、就
労
で
き
る
方
内
容
u家

電
品
(エ
ア
コ
ン
な
ど
)の
補
修
定

員
u若
干
名
費
用
n
無
料
申
込
n

往
復
(
ガキ
に
コ
ース
名
、住
所
、氏

名
、電
話
番・兮
、生
年
月
日
を
明
記

期
限
u
6月
1
6日必
着
申
・
問
先
n

㈲
東
京
都
高
齢
莟
稾
振
興
財
団

(
5
2
1
1
)
2
3
2
7

□
手
話
講
習
会
受
講
者
募
集
日
時
n

7
月
6
H
～
1
2
月
1
4
日
の
毎
週
木
曜

日
、午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
対
象
n

1
6歳以
1
1の初
めて
の
方
定
員
u
4
0

λ
※
5月
刀
日
か
ら
先
着
順
。く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
費
用
―無

料
(テ
キ
ス
ト
代
実
費
)
申
・
問

先
n都・
大
谷
旧
就
労
支
援
ホ
1ム

(
3
6
0
5
)
3
7
8
0

フ

リ

ー

マ

ー
ケ

ッ

ト

申
込
方
法
が
「
往
復
ハ
ガ
キ
」の
場

合
は
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を

明
記
し
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
ま
で

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課へ

▼
6
月
4
日
雇
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
午
前
9
時
～
午
後
3
時
※
雨
天

中
止
…
…
7
0
K
画
/
出
店
科
千
円
/
電
話

/
人
島
　
(
3
8
8
0
)
8
2
2
2

▼
6月
1
1日㈲
都
立
舎
人
公
園
午

前
9時～
午
後
3時
※
雨
人
時
6月
1
8

日
賄
ノ
8
0
K
・幽
‘
'
出
店
料
千
9円
>
'

電
話
4
栃

(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

▼
6
月
1
8
日
㈲
公
社
管
理
地
(
佐
野

I
I
1
・
1
2
)
　
午
前
1
0
時～
午

後
3時
氷
雨
天
時
6月
2
5日叩
3
0
K

画

出
店
料
1
円

往
復
(
ガ
キ
(
6

月
1
6日必
着
)
　※
希
麗
区・画
数
、

車
出
店
の
有
無
明
記
ノ
〒
闥
・
0
0
0
1

人
谷
旧
川
地
内
郵
便
局
留
プ
ラ
ザ

ピー
ボ
"柳
川

0
9
0
(
3
5
3
7
)
4
1
3
8

▼
6
月
1
8
日
㈲
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
午
前
1
0
時～
T
後
3
時
※
雨
天

中
座
5
0
K
・
肉
ご
出
店
料
千
円
/
電
話
　

山
崎
　
　
(
3
8
5
3
)
9
3
9
2

▼
6
月
2
4
日
出
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
午
前
1
0時～
午
後
2時
3
0分
※

雨
犬
中
丱
6
0区
画
厂出
店
料
1円
'

往
復
(ガ
キ
(
6月
1
2口必
着
)
　※

駐
呶
場
希
望
有
無
明
記
〒
J・
0
0
0
1

大
谷
田
団
地
内
郵
便
局
留
小
山

0
7
0
(
5
0
8
7
)
8
9
6
4
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青
年
講
座
「
映
画
大
好
き
!
」

鮫
近
、
今
ま
で
脚
光
を
浴
び
な
か
っ

た
川
の
映
、
肉
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
お
も
し
ろ
く
な
る
2
0
0
0

年
の
映
・
内
嘔
愉
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

日
時
n
6
月
扣
H
・
1
7
H
・
別
口
、
い

ず
れ
も
L
曜
日
(
令
3
川
)
、
午
後
7

時
～
9
時
内
容
―
こ
れ
か
ら
楽
し
み

な
映
画
(
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
編
)

映
画
を
支
え
る
入
々
～
配
給
・
宣
伝

の
仕
嘔
～
講
師
l
地
畑
寧
f
氏
(
映

画
ラ
イ
タ
恚
定
員
u
3
0
入
(
先
着
順
)

費
用
u
無
料
申
込
l
電
話
　
場
・
申

・
問
先
n
青
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

郷
土
博
物
館
第
2
土
曜
日
の
無
料
公
開
日
映
画
会

日
時
n
6
月
1
0日
旧
、
午
前
H
時
～

内
容
u
「花
Ⅲ
植
え
」(
1
2
分
T
:
中
凶

地
方
山
間
部
に
残
る
占
風
な
Ⅲ
植
え
岬

俗
「シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
・
オ
・
シ
ャ
ボ

ン
t
ビ
ゴ
ー
が
見
た
明
治
の
日
↑
」

(
5
3分
)
…
ビ
ゴ
ー
の
風
刺
両
を
と
お

し
て
日
本
の
近
代
像
を
・再
構
築
す
る

費
用
n
無
科

申
込
n
当
日
直
接
会
場

へ

場
・
問
先
u
郷
上
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
催
し

□
自
宅
で
学
べ
る
!
足
立
区
消
費
者
通

信
大
学
「
暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル
」

日
程
等
―
表
3

定
員
U
7
0入
(
先
着

順
)

□
第
1
回
生
活
の
科
学
「天
然
酵
母
パ

ン
づ
く
り
」

日
時
1
6

月
2
8日
ふ
・
2
9日
ふ
、
午
後
2

時
～
4
時

奈
両
目
参
加
で
き
る
方

定
員
1
3
0入
(
先
着
順
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
n
区
内
在
住
‘
在
勤
・
在
学
の
方

費
用
n
無
料
申
込
u
電
話
場
・
申

・
問
先
l
消
費
行
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

表3　 消費者通信大学日程

第
3
4回
足
立
区
展

広くK 民から募集した、4 分野の作品の
巾から、人選作品を展小します。ぜひご覧
ください(人場無料)。 問先一文化娠興係
表2　 区展日 程

図
書
館
の
臨
時
休
館

図
肓
館
が
防
災
点
検
、
館
内
消
心
な

ど
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
開
館
中
の
図
滌

郎
を
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

▽
束
和
閥

書
郎
・・・
6
U
1
7
川
出

マ
佐
野
、
江
北
、

新
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
伊
興
図
占
館
・
:
6

月
1
8
日
丱

マ
保
塚
図
。
″
釦
・・・
6
月

一
'一川
卵

間
先
S

中
火
図
4

館

(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

く
ら
し
の
情
報

該
当
す
る
方
は
手
続
き
を

入
院
時
食
事
代

自
己
負
担
の
減
額
制
度

人
院
中
に
一
日
の
食
嘔
に
か
か
る
費

用
の
う
ち
、
一
定
額
を
自
・
己
負
担
し
て

い
た
だ
き
、
残
り
を
川
保
が
入
院
食
嘔

療
養
貲
と
し
て
負
批
し
て
い
ま
す
。
住

民
税
非
課
税
肚
帯
の
方
は
減
額
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。
対
象
u
住
民
税
非
課

税
の
欧
帯

申
請
n
保
険
証
f
印
鑑
>
'

す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
は
認
定

証

※
す
で
に
認
定
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
の
有
効
期
限
は
5
月
冽
日
で

す
。
引
き
続
き
認
定
を
希
望
さ
れ
る
方

は
・再
度
。
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

申
・
問
先
u
川
民
健
康
保
険
課
保
険
給

付
係

表4　 入院時食事費自己負担 額( 1 日当 り)

※ 制度が改正される予定ですので、金額等が変わる
可能性があります

口
座
振
替
を
ご
利
用
心
方
へ

振
替
済
の
お
知
ら
せ
「
ハ
ガ
キ
」
が

廃
止
に
な
り
ま
し
た

口
座
引
き
落
と
し
後
に
送
付
し
て
い

た
「
特
別
区
民
税
・
祁
民
税
(
普
通
徴

収
)
口
座
振
替
済
の
お
知
ら
せ
」
が
1
2

年
度
か
ら
廃一
に
な
り
ま
し
た
。
振
り

替
え
後
の
状
況
は
預
(
貯
)
金
通
帳
の

記
帳
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。‘皆

さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
な
お
振
替
済
通
知
が
特
に

必
が
な
方
は
ご
連
桁
く
だ
さ
い

問
先

―
納
税
課
収
納
係

国
民
年
金
基
金

相
談
会

皀
か
な
老
後
に
備
え
る
た
め
の
「
川

民
年
金
基
金
制
度
」
に
つ
い
て
、
幕
金

担
当
者
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

等
I

マ
6

月
2
0
H
㈹
・
:
梅
Ⅲ
セ
ン
タ
ー

マ
6

月
2
1
H
Ⅲ
・
:
徴
育
研
究
所
、
い
ず

れ
も
時
間
は
午
前
1
0
時
I

午
後
4

時

間
先

卜
同
民
年
金
課
推
進
係
ま
た
は
東

京
都
同
民
年
金
募
金

(
5
2
8
5
)
8
8
0
0

都
市
計
画
の
案
を

縦
覧
し
ま
す

次
の
祁
巾
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま

す
。
こ
の
内
容
に
関
係
の
あ
る
方
は
、

縦
覧
刈
間
中
に
区
長
に
対
し
て
憲
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
東
京
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
(
足

立
区
決
定
)
の
変
更

今
同
の
変
更
は
、現
在
生
産
緑
地
地

K
に
指
定
さ
れ
て
い
る
地
K
か
ら
の
削

除
な
ら
び
に
1
2
年
度
の
生
産
緑
地
地
区

指
定
中
請
に
伴
う
追
加
を
行
う
も
の
で

す
。期
間
1
6
月
一
日
～
1
5
凵
縦

覧
場
所
・
問
先
U
都
巾
計
画
係

建
築
設
備
の
定
期
報
告

学
校
、
病
院
、
ホ
テ
ル
、
共
同
住
宅

な
ど
多
数
の
人
が
利
用
す
る
特
殊
建
築

物
の
う
ち
、
区
輿
が
指
定
す
る
一
定
規

模
以
匕
の
建
築
物
に
設
置
さ
れ
て
い
る

建
築
設
備
(
換
気
設
備
、排
煙
設
備
、

非
常
用
の
照
明
装
置
、給
排
水
設
備
)

の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
は
、毎
年
足

期
的
に
検
査
資
格
者
の
検
査
を
受
け
、

そ
の
結
梁
を
区
に
報
告
す
る
よ
弓
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。対
象
の
建
築
物
お
よ

び
建
築
設
備
は
、表
5
の
と
お
り
で
す
。

提
出
先
U
朏
日
本
建
築
設
備
・
昇
降
機

セ
ン
タ
ー
〒
S
・
0
0
0
1
港
K
虎

ノ
門
1
1
1
3
-
5
第
-
。天
徳
ビ
ル

(
3
5
9
1
)
2
4
2
1

問
先
川
建
築
課
設
備
係

表5　 定期検査対象建築物および対象建築設備

※ 「A 」とは、当該用途に供する部分の床面積の合計を示し、「F ≧3 」とは、3 階以上の階に当該
用途に供する部分の床面稜の合計がI CX〕㎡を越えるものを示す

都
営
住
宅
(
ポ
イ
ン
ト
方
式
)
、

区
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
(
高
齢
者
単
身
)
入
居
者
募
集

募
集
お
よ
び
申
込
用
紙
配
布
期
間
u

マ
ポ
イ
ン
ト
方
式
(
ひ
と
り
親
肬
帯

・
高
齢
者
世
帯
・
心
身
障
害
者
世
帯

・
多
r
肚
帯
・
収
イ
ス
使
川
者
肚
帯
)

・
:
6
月
1
H

～
8
日

▽
シ
ル
バ
ー

ピ
ア
(
高
齢
者
慝
身
向
け
)
・・
'
5月
2
9

日
～
6
月
5
日
、
い
ず
れ
も
上
・

八
曜
日
は
除
く

申
込
用
紙
配
布
場

所
―
住
宅
竹
理
係
(
期
間
内
配
布
)
、

各
区
民
事
務
所
(
期
間
内
で
も
配
布

完
了
次
第
終
了
)

※
く
わ
し
く
は
、

「
中
込
川
紙
(
申
込
の
し
お
り
)
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
U
住
宅
管
理

係

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

★
第
一
回
シ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
全
国

大
会
6

月
4

日
叫

午
後
2

時
　
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル
・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
f
'

無
料
'

‘全
日
本
シ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
連
盟
　
(
3
6
9
0
)
9
4
1
6

★
バ
ザ
-
6
月
H
H
沺
(
雨
・
大
時
6

月
1
8
日
㈲
)
よ
伊
興
前
沼
公
園
脇
>
・
品

物
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
/
い
こ
う

共
・同
保
育
園

(
3
8
5
3
)
0
8
2
7

★
バ
ザ
-
5

月
2
8
日
凹

鹿
浜
町
会

社
務
所
(

北
野
神
社
T
y

品
物
の
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
……
お
お
ぞ
ら
保
育
園

(
3
8
5
5
)
2
6
5
7

=
会
員
募
集
=

★
木
曜
元
気
ク
ラ
ブ
毎
迦
木
曜
日
、

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
/
千
住
ス
ポ
ー

ツ
公
園
ほ
か
/
6
0
歳
か
ら
の
健
康
体
操

ノ
月
額
3

千
円
'
上

篠

(
3
8
8
8
)
8
3
9
7

★
く
る
り
く
ら
(
親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
)

月
2～
3
回
、
午
前
1
0
時～
正
午
/
青

年
セ
ン
タ
ー
ほ
か
ノ

ー
刈
沺
円
/

自
分

で
歩
け
る
幼
兜
と
そ
の
親
/
福
永

(
5
6
8
1
)
8
5
5
8

★
D
o
パ
ス
テ
ル
(
パ
ス
テ
ル
圓
)

月
3
回
火
曜
川
、午
後
7
時
～
9
時
ノ

エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア
ほ
か
卜
月
額
2
千
汕

円
/
林
　
(
3
8
7
9
)
7
4
3
6

★
パ
ワ
フ
ル
キ
ッ
ス
放
課
後
ク
ラ
ブ
　

時
間
等
は
お
問
い
合
わ
せ
を
/
占
千
谷

本
町
3
-
2
t
1
9
ノ
障
害
児
と
遊
ぶ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
y

川
端

0
9
0
(
9
8
1
4
)
9
8
1
1

★
け
い
と
玉
(
手
編
み
)
月
2
川
水

曜
H
、午
前
1
0
時
～
正
午
y
江
北
セ
ン

タ
ー
ほ
か
'

人
会
金
1
円
、
月
額
3

千

円

鈴
木
　
(
3
8
8
9
)
4
7
5
8

★
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
(
愛
唱
歌
を
歌
う

会
)
毎
川
第
1
・
3
木
峨
日
、
午
後

7
時～
9
時
一
寿
第
四
小
学
校
女

性
の
み
'

月
額
2

千
円
i
'
本
多

(
3
8
8
1
)
2
5
7
9

★
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク
ル
優
華
毎
月
第

3
木
曜
日
、
午
後
7
時
～
9
時
伊
興

セ
ン
タ
ー
ほ
か
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
指
導
y
入
会
金
r
円
、月
額
3

千
円
(
花
代
含
む
)

原
Ⅲ

{
`
(
3
8
9
0
)
9
9
2
2

★
茶
和
会
{
裏
千
家
}
月
3
回
月
曜

日
、午
後
7
時
～
9
時
・
エ
ル
ー
ソ
フ

ィ
ア
ほ
か

月
額
4
1
円
'
多
鳥

(
3
8
5
2
)
1
7
3
1

★
は
な
み
ず
き
(
社
交
ダ
ン
ス
)
毎

週
木
曜
日
、
乍
後
6
時
3
0
分～
8
時
3
0

分
/
西
新
井
住
K
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
1

回
千
円
ノ
初
心
者
・
中
鳥
年
若
対
象
ノ

滝
波
　
(
3
8
9
8
)
2
0
9
4

★
着
物
着
付
け
同
好
会
毎
月
第
1
・

3
火
曜
H
、午
前
1
0
時
～
正
午
y
足
立

北
郵
便
局
/
入
会
金
1
-
円
、1
回
1
釖

円
/
岸
7
3
8
5
9
)
6
3
3
5

★
大
谷
田
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

毎

週
月
・
水
曜
日
、
午
後
7
時
～
9
時
/

大
谷
田
小
学
校
/
入
会
金
1
円
、
月
額

千
円
/
冨
高

(
3
6
2
0
)
3
9
8
8

★
ギ
ル
ド
フ
レ
ン
ド
『
(
ツ
チ
ワ
ー
ク
)

毎
月
第
1
・
3
金
曜
日
、午
後
2
時
～

4
時
/
保
塚
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
2

千
汕
円
/
小
出(

3
8
8
3
)
9
3
1
9

★
木
陽
会
(
油
絵
)
月
2
回
土
曜
日
、

午
後
1
時～
5
時
ノ
エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア

ほ
か
/
入
会
金
3
千
円
、
月
額
3
千
円

/
大
洋
　
(
3
8
8
9
)
2
9
9
6

★
キ
ャ
ロ
ッ
ト
(
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
)

毎
週
木
曜
日
、
午
前
1
0
時～
1
1
時
3
0
分

ノ
鹿
浜
セ
ン
タ
1
ほ
か
/
入
会
金
2
t

円
、
月
額
2
r
9

円
/
F
供
同
伴
叮
(

要
電
話
連
絡
)
'
友
本

(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

★
九
星
気
学
研
究
会
毎
月
第
2
土
曜

日
、
午
後
7
時～
9
時
/
四
新
井
本
町

I
―
―
o

■■
月
額
1
沺
円
・・
林

(
3
8
9
8
)
4
0
2
8

★
い
き
い
き
ジ
ャ
ズ
ー
リ
ズ
ム
体
操

毎
週
木
曜
日
、午
後
7
時
1
5
分
I
8
時

3
0
分
‘
t
寿
桜
小
学
校
人
会
金
千
円

(
6
0歳
以
匕
は
免
除
)
、l
川
沺
円

中

村
　
(
3
8
8
8
)
6
7
2
7
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本数が増え
さらに便利に!

～時刻表が変わります～

6
月
中
旬
か
ら
本
数
が
増
え
ま
す
(

表
1
)

。
変
更
時
期
な
ど
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
運
賃

大
入
S

円

、
子
ど
も
(

小
学
生
)

回
円

※
シ
ル
バ
ー
パ
ス
利
用
可
、
身
体
・
知

的
障
害
者
割
引
あ
り

□
定
期
券
・
回
数
券
の
金
額

▽
通
勤
定
期
1
ヵ
月
・
・
・
9
千
円
、
3

ヵ
月
・
:
2
万
5
1
,
6
5
0
円

▽
通
学
定
期―
力
月
・
・
・
7
予
測
円
、

3
が
月
…
2

万
5
2
0円

▽
回
数
券
　
1
1
‥
回
乗
車
券
・
:
2
千
円

(
`
一
円
券
X
H
枚
つ
づ
り
)
、千
円
(
1
0
0

円
券
x
1
1枚
つ
づ
り
)

□
定
期
券
・
回
数
券
取
り
扱
い
場
所

▽
H
た
自
助
中
交
通
㈱
(
綾
瀬
6
-
1
1

1
2
2、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
、
土
一

日
・
祝
日
を
除
く
)

(
5
6
8
2
)
6
2
9
4

▽
㈱
レ
ス
ト
ラ
ン
ー
ピ
ガ
ー
ル
(
区
役

所
1
4
階
、
午
前
1
0
時
～
午
後
9
時
、
第

2
1
1一
日
曜
日
を
除
く
)

(
3
8
8
0
)
5
5
3
3

▽
サ
ン
ポ
ッ
プ
c
N
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

(
綾
瀬
3
-
4
-
5
サ
ン
ポ
ッ
ブ
綾

瀬
内
、
午
前
1
0
時
～
午
後
8
時
、
定
休

日
は
不
定
期
)

(
3
6
2
8
)
9
5
2
0

▽
ア
オ
イ
書
房
(
青
#
3
1
5
-
2
6

日
商
岩
井
綾
瀬
マ
ン
シ
ョ
ン
内
、
午
前

1
0
時
～
午
後
9
時
、
口
曜
日
を
除
く
)

(
3
8
8
6
)
0
3
0
8

※
回
数
券
は
、
バ
ス
の
中
で
も
販
売
し

て
い
ま
す

コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
利
用
者
の
ご

意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
運
行
時
刻

等
、
よ
り
利
便
性
の
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

問
先
―
交
通
計
両
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表1　コミュニティバス時刻表 6月中旬からの時刻です。それまでは、現
在停留所に記載されている時刻をご利用く
ださい。変更日についてはお問い合わせく
ださい。

暴
走
族
追
放
強
化
期
間

例
年
、
学
校
が
夏
休
み
期
間
中
の
7

・
8
月
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
動
車

を
不
正
に
改
造
し
た
り
。
爆
音
を
ま
き

ち
ら
す
無
謀
運
転
が
増
加
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
暴
走
行
為
に
よ
る
交
通
事
故

が
多
発
し
、
道
路
交
通
秩
序
の
み
な
ら

ず
、
周
辺
の
住
民
の
生
活
環
境
に
も
重

大
な
影
響
を
お
よ
ぽ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
6
月
1
日
か
ら
3
0日
ま
で

「
東
京
都
暴
走
族
追
放
強
化
期
間
」
と

し
、
関
係
機
関
が
協
力
し
て
そ
の
追
放

に
努
め
ま
す
。
重
点
日
標
は
、

①
暴
走
族
追
放
気
運
の
商
揚

②
必
-者
の
交
通
安
全
意
識
の
向
1
1

③
暴
走
族
お
よ
び
駆
両
の
不
法
改
造
業

者
の
指
導
・
取
り
締
ま
り
の
強
化

④
青
少
年
の
非
行
防
止
活
動
心
推
進

で
す
。

皆
さ
ん
も
「
暴
走
行
為
の
追
放
は
、

ま
ず
家
庭
か
ら
・
そ
し
て
地
域
か
ら
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
先
―
交
通
安
全
対
策
課

千
住
驚
察
署

(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
署(

3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
驚
察
署

(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

竹
の
塚
警
察
署(

3
8
5
0
)
0
1
1
0

あだちカレンダー　6月
☆印のついたものは、今号に記事が掲載されています

「あ だち広報」は 毎月10日( 新聞折り込み) と25日( 各戸配布) に発行し て
い ます。区民事務所や駅の 広報スタンドにも 置い てありますので 、ご 利用く
ださい

小・中学生のいじめ相談
月曜日～金曜日( 祝日を除<) 、午前9時～午後4時30分

3880―5577( 教育委員会教育指導室内)

学びの情報を電話でキャッチ! 　午前10時～午後5時

生涯学習情報ダイヤル　5813- 3736
あなたの探す講座やイベントを、区内情報を中心に、いつ、どこで開催されるかをご案内します

古紙配合率70% 再生紙を使用してい ます A. K　279, 000


